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都沼"の 現状 とこれか ら

千歳川放水路計画以降の幅広
排水路におけるガン類の動向一

嚢

佐藤ひろみ
(長都沼の雁力モを守る会)

千歳川放水路計画についてはこの 「北海道の自

然」にたびたび取 り上げられていましたので改め

て申し上げることはあ りませんが、私はその千歳

川放水路計画の試し掘 りとして拡幅された幅広排

水路(第14号 幹線排水)で ガン類を中心 とした野

鳥のモニタリングを続けています。この幅広排水

路は千歳市 と長沼町の境界にあって、千歳川に注

ぐ幹線排水のうち2kmほ どの長 さを拡幅 した部
お さ つぬま

分 を指 し、通称 して 黙長都 沼"と 呼 ぼれてい ます。

かつて、 この千歳川 中流域 にはオサ ツ トウとマ

オ イ トウ とい う大 きな2つ の沼があ り広域 な低湿

地帯 を形成 してい ました。昭和30年 代 に北海道開

発局が千歳川 を直線化 し、付近の低湿地 を乾燥 さ

せて農地整備 した際、本来の沼 は埋 め立 て られ て

消失 して しまい ました。造成 された農地 では しば
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しば内水氾濫 を来た し、 その洪水対策 として千歳

川放水路計画が立 て られたのです。放水路計画 は

中止 とな りましたが、その後時 を経 て ヨシや ヒシ、

柳 などの植生 が回復す るにつれて水鳥 の飛来 も増

えて きた ようです。

私は10年 ほど前か らガ ン、カモ、白鳥類 のカウン

ト調査 を行 ってお り、昨年か らはデータの取 りま

とめをして いるNPO法 人バー ドリサーチ を通 し

て環境省 へ もデータ提供 をしてい ます。 この長都

沼で は春 には3万 羽以上 のガ ン類 を確認 してい ま

す。一方、秋季 は2000年 頃で も未だカモ猟 が行わ

れ てお り、ガ ン類 の飛来数 は多 くはあ りませんで

した。 そこで「長都沼 の雁 カモ を守 る会 」として石

狩支庁、空知 支庁、千歳市、長沼町へ環境保全 に

関す る要望書 を提 出 しました。 また関心 を持 って

くださった道議会議員 の方 に も議会で議論頂 いた

ことで長沼町側での銃猟禁止、2009年 か らは千歳

市側 も同様の指定 につながった と考 えてい ます。

秋 のカモ猟 を自粛あ るいは禁止 とした後、ガ ン

や白鳥類 の飛来数が増 え、大 いに中継地利用 して

い ることが モニ タ リングか ら明確 にな りました。

なかで も天然記念物のオオ ヒシクイの飛来数が増

えた ことは特筆すべ き点だ と思い ます。2000年 に

は数十羽 を ときどき見 るだ けで したが、2001年 秋

に は最 大1,200羽 、2002年 に1,970羽 、2003年

2,200羽 、2004年2,550羽 、2005年2,600羽 、2006

年4,400羽 、2007年1,600羽 、2008年3,200羽 、

2009年 には6,580羽 をカウン トしました。「雁 を保

護す る会」や 「雁 の里親友 の会」の資料 『オオ ヒシ

クイQ&A50』 による と、2000年 度の集計 ではオ

オ ヒシクイ は全国 に約9,000羽 飛来 した とされて

お り、 日本 に飛来 す る多 くのオオ ヒシクイ はこの

長都沼 を中継地利 用 している と思われ ます。最近

ではオオ ヒシクイが中継地利用す るサ ロベ ツや石

狩川 の空知地方の湖沼群 で護岸工事等が進んでい

ると聞 いています。そのせいで長都沼への飛来 が

増加 した のか もしれ ませんが、昨年秋 に も同様 の

傾 向がみ られ、少 な くとも6,000～7,000羽 程が飛

来 してい ました。ですか らオオ ヒシクイのフライ

ウエイ として、 この長都 沼の環境 を今後 も保全 し

てい くことは非常 に重要な ことと言 えるで しょう。

昨年9月 にラムサール登録湿地 の1次 候補 とし

て道 内21カ 所の湖沼 と共 に長都 沼が リス トア ッ

プされた とす る新聞報道が あ りました。2次 の国

内審査 を経て ルーマ ニアで2012年 に開催 され る

条約会議 で、 さらに選抜 された地域 が正式登録 さ

れ るこ とにな ります。長都沼 は春 には4万 羽以上

の水鳥の飛来 があ ります。 ラムサール条約湿地 の

要件①の 「国際的に重要 な湿地で あるこ と」の選
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2010年10月30日 略長都沼"に て

定基準5「 定期 的に2万 羽以上の水鳥 を支え る湿

地」や基準6(通 称 黙水鳥 の1%基 準")の 「オオ

ハ クチ ョウ東 アジア個体群600羽 」「亜種 コハ ク

チ ョウ個体 群920羽 」 「亜種 オ オ ヒシクイ個 体群

800羽 」「亜種 マガン東 アジア個体群1,800羽 」の

基準 を十分満た してい ます。た だ要件② の 「国の

法律(自 然公園法、鳥獣保護法 な ど)に よ り、将

来 にわた り自然環境 の保全 が図 られ ているこ と」

や、要件③ の 「地元 自治体 等か ら登録へ の賛意が

えられている こと」な どの社会 的な条件 も必要 と

されてお り、 さ らなる相互理解 が必要 といえるで

しょう。長都沼周辺で は麦畑等 での食害問題 もあ

るようです。 また、千歳川の水位低下 に伴 い長都

沼で も水位低下 を来た し川幅 も狭 ま りました。 こ

れ らの ことが水鳥へ どう影響 を及ぼすのか今後 の

課題 と思 えます。
しゅんせ つ

千歳川放水路計画の代替案 として川の湊 深 ・掘

削工事を行 って川幅を拡幅し、流域の4市2町 に

各々遊水池を造成することが決定されました。昨

年度か ら長沼町では剣淵川右岸に広域な遊水池を

造成中です。昨春、積雪が融けて深 さ10cmほ ど

水が溜まった遊水池に数千羽の白鳥が羽を休めて

いました。 このように新たに造成される遊水池に

も多数の水鳥が飛来することが予想されます。少

な くとも現存 している生息場所を保全してゆくこ

とは、かけがえのない大切な環境を守ってゆくた

めにも必要なことと思われます。法に基づ く保全

のルールが必要なのであれぼ、関連機関のご高配

のもと、現状に見合った指定 をして頂 き、地元の

豊かな自然を守ってゆきたいと願っています。


